




























































































































はじめに 

病気には,虫垂炎の手術のように医師の力だけでなおせるものと,患者やその家族の協力な

しにはうまくいかないものがあります。こどもの糖尿病は残念ながら,今のところあとのほ

うです。糖尿病をもっていても,ふつうのこどもとかわることなく,心身ともにすくすく育

ち,人間らしい一生をおくることができます。こどものときに糖尿病になりながら,まいに

ちインスリンの注射をかかさず,世界中に名を知られたテニスの選手になった人もいるし,

自分の体験を生かすために,こどもの糖尿病の専門医や小児科医になっている人もいます。

女性で立派な赤ちゃんを生んで,がんばっている人もいます。 

ただ,このようなすばらしい人生をおくるためには,毎日欠かすことなくインスリンを自分

で注射し,自分で尿糖をしらべ,自分で血糖をはからなければなりません。そして,生活の変

化や尿糖・血糖の測定結果などに応じて,注射の量を増減したり,食事のとり方をかえたり

できる能力を身につけていかなければなりません。からだの変調にはやく気づいて,それに

正しく対応する方法を覚えなければなりません。そうなるには,主治医から正しく,かつ,

ゆきとどいた指導を継続的にうける必要がありますが,それとともに自分自身もよく勉強

して,自分が自分の主治医になるくらいの覚悟が必要です。 

インスリンを自分で(もちろん幼いこどものうちは父母によって)注射することを自己注射

といい,血糖値を自分で測定することを血糖自己測定といい,ともに国も「医師の指導のも

とに」それを行うことをみとめています。この指導は,もちろん主治医によって行われるも

のです。つまり,主治医と糖尿病のこども,あるいはその家族との密接な協力がとてもたい

せつなのです。しかし,それだけではまだふじゅうぶんです。こどもは家庭のなかでくらす

だけでなく,ともだちと遊んだり,学校へ通ったり,将来は職業をもったり,結婚したらする

のです。まわりの人たちの理解と協力も不可欠です。誤解や無理解や偏見は,糖尿病のこど

もたちのすこやかな成長の大きな妨げになります。 

このガイドブックは,糖尿病のこどもやその御家族の人たちに,主治医の指導を補うものと

して読んでいただくため,また,糖尿病のこどもとかかわるまわりの人たちに読んでいただ

くために作りました。私たち専門医は 3年の年月をかけて,資料を集め,テーマを定め,分担



執筆し,何回も集まってお互いの意見をのべあい,議論をかさねて,ようやくこのガイドブ

ックを作りました。ときには,'まる 2日間にわたって論議をつくしたこともありました。 

でも,まだ誤りや不十分なところもあるでしょう。読者の助言と批判をいただいて,誤りを

正し,不足を補って,このガイドブックを育てていくつもりです。このガイドブックが,糖尿

病のこどもたちのすこやかな成長に少しでも役立つことが,私たちの願いです。 


